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学会員各位 

                                                     日本バイオセーフティ学会 

理事長  倉田 毅 

 

 

学会からのお知らせ 

 
すでにご連絡いたしましたように日本バイオセーフティ学会理事４名の改選にともなう

選挙を行ないます。 
１．日本バイオセーフティ学会会員名簿、２．投票要項、３．投票用紙、 
４．返信用封筒、５．投票用小封筒をお送りいたします。 
投票要項を熟読の上、10 月 26 日(金)までにご投票ください(事務局宛必着)。 

 
 

日本バイオセーフティ学会理事選挙の投票要項 
 
１．選挙は日本バイオセーフティ学会会則に基づいて行なわれる。選挙の方法は平成１５

年４月１２日に開催した世話人会および平成１７年８月９日の理事会で討議され決定され

た方式による。 
 １）会則にあるように理事４名を選挙により選出する。４年任期を終了した者はその後

２カ年は理事はできない。 
 ２）方法 
   ２－１）投票は無記名とする。 
   ２－２) 投票人は正会員、賛助会員、学生会員で、正会員のなかからふさわしいと思

う被選挙人を４名以内記入する。 
       ＊＊会則により、「理事は正会員より選挙により選出する。」ことになって

いる。 賛助会員、学生会員は、選挙権はあるが被選挙権はない。 
３）開票にあたっては、得票数順に４名の理事を決定する。任期は４年である。 
４）同じ名前を複数記入した場合は無効とする。 
５）今回改選の対象となっている４年任期（2004-2007 年度）満了予定の倉田、岩本、

小松、杉山理事は、被選挙権を有しない。 
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注意：４年任期（2006-2009 年度）の相楽、渡辺、北林、山西理事は任期を残して

おり、被選挙権を有しない。 
 
６）選挙事務は理事会がこれを行う。小松理事を選挙管理委員長とする。 

２．投票の締切りは 10 月 26 日(金)とする(必着、消印有効)。 
３． 投票用紙を同封の小封筒に入れて、さらに事務局の宛名を書いてある別の封筒に入れ、 

これに投票者の住所氏名を必ず明記して送付すること。住所氏名のないものは無効と

する。（投票用紙および小封筒には住所氏名を書かないこと。） 
４．理事会を開催し開票を行う。 
 
 
理事：理事長 倉田毅(感染研)    

岩本愛吉(東大)、北林厚生(ヤシマ・エコシステム)、小松俊彦（NPO バムサ）、      

相楽裕子(横浜市立市民病院)、杉山和良(感染研)、山西弘一(基盤研)、渡邉治雄(感染研) 
 
                                                               以上 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
＊＊  

学会会則より 

３．役員および役員会 

 （１）本会に次の役員を置く。  理事８名、監事２名。 

 （２）理事長は理事の互選により決定する。理事長は本会を代表して会務を総括する。 

 （３）理事は正会員より選挙により選出する。選挙の方法については別にこれを定める。

理事は理事会を組織し、本会の運営に必要な事項について審議する。理事会は必

要に応じ理事長が召集する。 

 （４） 監事は正会員より選出する。監事は会の会計監査をし、理事会に必要な助言を行

う。 

 （５） 役員の任期は４年とし、２年ごとに半数交代する。 

 （６） 理事会が総会・学術集会を運営する。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
お詫びと訂正 

2007 No. 2（平成 19 年 7 月 19 日）の学会からのお知らせで、第 7回学術集会事務局

の TEL、FAX 番号に誤りがありました。会員の方には大変ご迷惑をおかけしました。訂正

させていただきます。 

 TEL 03-3200-1555 は誤り、正しくは 03-5285-1555 

  FAX 03-3200-1585  は誤り、正しくは 03-5285-1585 
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第７回日本バイオセーフティ学会総会・学術集会 

JBSA 

会長：小松俊彦 （NPO バイオメディカルサイエンス研究会） 

会期：平成 19 年 11 月 16 日（金）、17 日（土） 

会場：富士ソフト アキバプラザ （東京, 秋葉原） 

 

１６日 教育講演 

バイオセーフティの事始 

バイオテロとバイオセキュリティ 

改正感染症法 

 

     バイオセーフティ国際シンポジウム 

仮題：BSL-4 施設を必要とする新興感染症対策 

     

１７日 セッション講演 

   （１）院内感染／病院における微生物検査、 （２）動物実験、 （３）実験室設備 

（ハード）、（４）病原体の輸送、（５）消毒・滅菌 を予定 

一般演題 
     

展示(１６日、１７日) 
       

参加費： 予定 
会 員 10,000 円、 非会員 12,000 円 

 
懇親会： 11 月 16 日 (集会会場内) 参加費 5,000 円 

 

共催： NPO バイオメディカルサイエンス研究会 

BSL-4 施設を必要とする新興感染症対策研究班 

 

後援： 厚生労働省、 

世界保健機関 西太平洋地域事務所 （予定） 

 
第 7 回学術集会連絡先： 第 7 回学術集会事務局 
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第 7 回日本バイオセーフティ学会総会・学術集会事務局 （第 7 回学術集会事務局）

   
  NPO バイオメディカルサイエンス研究会 木ノ本雅通 

       〒169－0075 
       東京都新宿区高田馬場 1-28-3 工新ビル 801 号室 
            TEL 03-5285-1555   FAX 03-5285-1585 

            E-mail  kinomotom@npo-bmsa.org

 http://www.npo-bmsa.org

http://www.npo-bmsa.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会事務局： 国立感染症研究所バイオセーフティ管理室内 

〒162-8640 新宿区戸山１丁目２３番地１号 

TEL 03-5285-1111    FAX 03-5285-1184    

E-mail ksugi@nih.go.jp

www.nih.go.jp/niid/meetings/jbsa/gakkaiannai.html
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